
図版17

トレンチ32

中堤断面 (東 から)

トレンチ32

中堤断面 (北 から)

トレンチ30

中堤断面 (北東から)



図版18

トレンチ36

中堤 (西 から)

トレンチ39

中堤 (西 から)

トレンチ42

中堤 (西 から)
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t

和田茶臼山古墳 (東 から)

和田茶臼山古墳 (南 両宮山古墳後円部から)



図版20

和田茶臼山古墳 と

両宮山古墳外濠跡

(西 から)

和田茶臼山古墳と

両宮山古墳内濠・中堤

(南 から)

トレンチ23

外濠 (東 から)
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トレンチ3

内濠 (東 から)

トレンチ4

内濠 (南東から)

トレンチ13

内濠 (南 から)
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トレンチ22

外濠 (西 から)

トレンチ14

中堤・外濠 (西 から)

トレンチ15

内濠 (南 から)



図版23

和田茶臼山古墳西側の

トレンチ  (東 から)

トレンチ16

内濠 (南 から)

トレンチ17

外濠 (南から)f井



図版24

トレンチ21

北西くびれ部検出状態

(北西から)

トレンチ21

北西くびれ部

(南東から)

トレンチ26

南東くびれ部 (下日から)



図版25

1 中堤断面 1980年樋門部分の調査
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2 中堤断面 1980年樋門部分の調査



図版26
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2 縄文時代の遺物 トレンチ28出土鉄滓



図版27

1 中世の遺物

2 墳丘下採集の弥生土器
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保存資料

収集。

古墳外域

施設の内

容および

範囲の確

認。

所 収 遺 跡 名 薫重 万J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

両 宮 山 古 墳 古 墳
古墳時代

中  期

前方後円墳

2重周濠
備前焼ほか

2重周濠を伴う巨大

古墳

和 田 茶 臼 山 古 墳 古 墳
古墳時代

中  期

帆立貝形古墳

2重周濠
鉄鏃 1

2重周濠を伴う

帆立貝形古墳

約要

両宮山古墳は畿内以西で最大の墳丘規模をもつ中期後半の巨大古墳である。

現状で墳丘全長194mを 測るが、本来の全長は206mに 達すると推定される。

調査によって周囲に 2重の周濠が設けられてお り、総長は348mに 達するこ

とが明らかになった。内外の濠の間に設けられた中堤は大規模で、盛上の厚

さは最大2.6mを 測る。こうした巨大古墳であ りなが ら、葺石・埴輪は伴っ

ていない。

両宮山古墳の後円部北恨1に所在する和田茶自山古墳は全長54mの 帆立貝形

古墳であることが明らかになった。周囲には主墳 と同様に 2重の周濠をめぐ

らせ総長99mを測ること、葺石・埴輪を伴わないことも判明した。

巨大古墳と、随伴する中規模古墳について重要な資料を得ることができた。
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